
理工学研究科　博士課程前期課程

研究科 専攻 課程 科目名 入試方式 年度 ページ

理工学 電気電子情報通信工学 博士前期 口述試験 学内推薦入学試験 2026 1

理工学 電気電子情報通信工学 博士前期 専門科目（電磁気、回路、線形代数及び解析） 学内選考入学試験（自学科生対象） 2026 2

理工学 電気電子情報通信工学 博士前期 口述試験 学内選考入学試験（自学科生対象） 2026 8

理工学 電気電子情報通信工学 博士前期 専門科目（電気電子情報通信工学） 一般入学試験（夏季） 2026 9

理工学 電気電子情報通信工学 博士前期 口述試験 一般入学試験（夏季） 2026 14

理工学 電気電子情報通信工学 博士前期 論文審査 外国人留学生入学試験 2026 15

理工学 電気電子情報通信工学 博士前期 専門科目（電気電子情報通信工学） 外国人留学生入学試験 2026 16

理工学 電気電子情報通信工学 博士前期 口述試験 外国人留学生入学試験 2026 21



「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 電気電⼦情報通信⼯学専攻 

⼊試⽅式 学内推薦⼊学試験 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。
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学内選考入学試験（自学科生対象）

電磁気（大問Ⅰ）
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「解答または解答例」 ・ 「出題の意図」

入学年度 2026 年度入試

研究科 理工学研究科

課程 博士課程前期課程

専攻 電気電子情報通信工学専攻

入試方式

専門科目
試験科目

アドミッションポリシーにあるように、 本研究科では将来の科学技術基盤を担う研究

者・技術者の蓑成をすぺく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を修得するた

めの教育を提供しています。 そのため、 入学希望者は本専攻に入学する時点で特に電気、

電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それらを応用する際に必要と

出題の意図 なる応用数学の知識を備えていることが必要であります。具体的には、本専攻で共通とな

る専門基礎科目の内容として、電磁気学、 電気・電子回路、 並びにそれらを解析 するとき

の基礎となる微積分やベクトル解析等の数学的な知識を持つ必要があります。

本専攻のアドミッションポリシーに基づき、専門基礎科目の内容として、学部で教授さ

れた電磁気学の基礎知識を持っているかの観点から出題しています。

解答または 解答例 誘導加熱（旧）調理器は、 金属導体でできた調理器の底面に交流磁界をあてるこ
とによって金属内に生じる渦電流によって発生する熱を使った調理器である。

回（省略）のように、 底面に垂直に交流磁界があたると、 その磁界の変化を妨げ
るように導体内に同心円状のうず電流が流れる。 このうず電流が流れるときに導体
の抵抗分によってエネルギーが消費され、 それがジュ ー ル熱となって導体が過熱さ
れるため、 その熱量で調理できる。 誘導加熱は調理器以外にも工業用の鋼材の焼き
入れ等にも利用されている。

調理台に金属製の調理器を置かない限り、 電源を入れても熱くならないので、 安
全性が高く、 高層建築で都市ガス等を使いにくい場所で利用されている。

短所としては大きな出力を得るためには、 交流周波数や電圧を高くし なければな
らないことや、 うず電流を効率よく発生させるために適切な調理器具の金属材質を
選ぶことが必要となることがあげられる。

学内選考入学試験（自学科生対象）

電磁気（大問Ⅱ）
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 電気電子情報通信工学専攻 

入試方式 学内選考入学試験（自学科生対象） 

試験科目 
専門科目 

回路（大問 III） 

出題の意図 

アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う研究
者・技術者の養成をすべく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を修得するた
めの教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する時点で特に電気、
電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それらを応用する際に必要と
なる応用数学の知識を備えていることが必要であります。具体的には、本専攻で共通とな
る専門基礎科目の内容として、電磁気学、電気・電子回路、並びにそれらを解析するとき
の基礎となる微積分やベクトル解析等の数学的な知識を持つ必要があります。 
本専攻のアドミッションポリシーに基づき、各問題については、以下のような観点から

出題しています。 
大問 III：専門基礎科目の内容として、学部で教授された電気回路、電子回路の基礎知識
を持っているか？ 

解答または解答例 1. √2
1000

  

2. 𝜋𝜋
4
  

3. 1000 sin(1000𝑡𝑡 − 𝜋𝜋
4

)  

4. 𝑖𝑖1(𝑡𝑡) = 1
2

sin(1000𝑡𝑡 + 𝜋𝜋
4

),𝑖𝑖2(𝑡𝑡) = 1
2

sin(1000𝑡𝑡 + 𝜋𝜋
4

), 𝑖𝑖3(𝑡𝑡) =

sin(1000𝑡𝑡 − 𝜋𝜋
4

) 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 電気電子情報通信工学専攻 

入試方式 学内選考入学試験（自学科生対象） 

試験科目 
専門科目 

回路（大問 IV） 

出題の意図 

アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う研究
者・技術者の養成をすべく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を修得するた
めの教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する時点で特に電気、
電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それらを応用する際に必要と
なる応用数学の知識を備えていることが必要であります。具体的には、本専攻で共通とな
る専門基礎科目の内容として、電磁気学、電気・電子回路、並びにそれらを解析するとき
の基礎となる微積分やベクトル解析等の数学的な知識を持つ必要があります。 
本専攻のアドミッションポリシーに基づき、各問題については、以下のような観点から

出題しています。 
大問 IV：専門基礎科目の内容として、学部で教授された電気回路、電子回路の基礎知識
を持っているか？ 

解答または解答例 1. 5 mA 

2. －100×10－3×103= －100 
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「解答または解答例」 ・ 「出題の意図」

入学年度 2026年度入試

 研究科 理工学研究科

課程

専攻

入試方式

試験科目

出題の意図

ー

博士課程前期課程

電気電子情報通信工学専攻

学内選考入学試験（自学科生対象）

専門科目

アドミッションポリシ　にあるように、　本研究科では将来の科学技術基盤を担う
研究者・技術者の養成をすべく、 基盤に重点を置きながらも最先端の理論と技術を
修得するための教育を提供しています。 そのため、 入学希望者は本専攻に入学する
時点で特に電気、 電子、 情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、 それ
らを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であります。
具体的には、 本専攻で共通となる専門基礎科目の内容として、 電磁気学、 電気・電
子回路、 並びにそれらを解析するときの基礎となる微積分やベクトル解析等の数学
的な知識を持つ必要があります。

本専攻のアドミッションポリシーに基づき、 専門基礎科目の内容として、 学部で
教授された線形代数の基礎知識を持っているかの観点から出題しています。

解答または解答例
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線形代数及び解析（大問Ⅴ）
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「解答または解答例」 ・ 「出題の意図」

入学年度

研究科

課程

専攻

入試方式

試験科目

出題の意図

解答または解答例

2026年度入試

理工学研究科

博士課程前期課程

電気電子情報通信工学専攻

学内選考入学試験（自学科生対象）

専門科目

線形代数及び解析（大問VI）

アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う
研究者・技術者の養成をすべく、基盤に重点を置きながらも最先端の理論と技術を
修得するための教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する
時点で特に電気、電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それ
らを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であります。
具体的には、本専攻で共通となる専門基礎科目の内容として、電磁気学、電気・電
子回路、並びにそれらを解析するときの基礎となる微積分やベクトル解析等の数学
的な知識を持つ必要があります。

本専攻のアドミッションポリシーに基づき、専門基礎科目の内容として、学部で
教授された微分積分の基礎知識を持っているかの観点から出題しています。

1. (1) y = x -l

(2) y =(、�/2)x + 1r/4-1

2. � log I 二|-tan―1 x+ C (Cは定数）
2 -- □ Ix+ l 

3. (1) y = Cご (Cは定数）

(2) y = tan(x + C) (Cは定数）
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「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 電気電⼦情報通信⼯学専攻 

⼊試⽅式 学内選考⼊学試験（⾃学科⽣対象） 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。
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中央大学大学院理工学研究科 2026 年度入学試験 【出題の意図】

試験方式 一般入学試験（夏季）

課程 博士課程前期課程

専攻 電気電子情報通信工学専攻

※本件についての質問・照会には、 個別に回答することはいたしません。

アドミッションポリシー にあるように、 本研究科では将来の科学技術基盤を担う研究者・技術者の

養成をすべく、 基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を修得するための教育を提供していま

す。 そのため、 入学希望者は本専攻に入学する時点で特に電気、 電子、 情報通信工学分野の大学学部卒

業程度の専門知識と、 それらを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であ

ります。具体的には、 本専攻で共通となる専門基礎科目の内容として、 電磁気学、 電気・電子回路、 並

びにそれらを解析するときの基礎となる微積分やベクトル解析等の数学的な知識を持つ必要がありま

す。

本専攻のアドミッションポリシー に基づき、 各問題については、 以下のような観点から出題してい

ます。

大問1、II：専門基礎科目の内容として、 学部で教授された電磁気学の基礎知識を持っているか？

大問Ill 、IV:専門基礎科目の内容として、 学部で教授された電気回路、 電子回路の基礎知識を持って

いるか？

大問V 、VI:本専攻の幅広い専門分野において、 研究を進めるときの基礎となる線形代数・解析等の

数学的な知識を持っているか？

専門科目　電気電子情報通信工学（大問Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ）
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一般入学試験（夏季）

博士課程前期課程

専門科目　電気電子情報通信工学（大問Ⅰ、Ⅱ）
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一般入学試験（夏季）

博士課程前期課程

電気電子情報通信工学専攻

専門科目　電気電子情報通信工学（大問Ⅲ、Ⅳ）
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一般入学試験（夏季）

博士課程前期課程

電気電子情報通信工学専攻

専門科目　電気電子情報通信工学（大問Ⅴ、Ⅵ）
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「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 電気電⼦情報通信⼯学専攻 

⼊試⽅式 ⼀般⼊学試験（夏季） 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。
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「評価の視点」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 電気電子情報通信工学専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 論文審査 

評価の視点 
 アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う
研究者・技術者の養成をすべく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を
修得するための教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する
時点で特に電気、電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それ
らを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であります。 
 
 個別の設問に対する出題の意図は以下の通り。 
 
博士前期課程で取り組む研究テーマについて，その研究上の背景および意義を理

解し，適切に説明できているかを，基礎知識の量および正確さ，ならびに文章構成
の論理性の観点から評価する。 

※①試験問題、②解答又は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 電気電子情報通信工学専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

電気電子情報通信工学（大問Ⅰ） 

出題の意図 

 アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う
研究者・技術者の養成をすべく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を
修得するための教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する
時点で特に電気、電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それ
らを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であります。 
 
 個別の設問に対する出題の意図は以下の通り。 
 
博士前期課程で取り組む研究テーマについて、その背景および研究上の意義を理解
し，それを論理的に説明する力を問う。 

解答または解答例 
略 
出題の意図は上記の通り。 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 電気電子情報通信工学専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

電気電子情報通信工学（大問 II） 

出題の意図 

 アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う
研究者・技術者の養成をすべく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を
修得するための教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する
時点で特に電気、電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それ
らを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であります。 
 
 個別の設問に対する出題の意図は以下の通り。 
 
学部卒業レベルの電磁気学の専門知識および計算能力と問う。 

解答または解答例 
中心軸の方向に以下の電界強度となる。 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 電気電子情報通信工学専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

電気電子情報通信工学（大問 III） 

出題の意図 

 アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う
研究者・技術者の養成をすべく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を
修得するための教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する
時点で特に電気、電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それ
らを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であります。 
 
 個別の設問に対する出題の意図は以下の通り。 
 
学部卒業レベルの電気回路の専門知識および計算能力と問う。 

解答または解答例 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 電気電子情報通信工学専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

電気電子情報通信工学（大問Ⅳ） 

出題の意図 

 アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う
研究者・技術者の養成をすべく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を
修得するための教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する
時点で特に電気、電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それ
らを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であります。 
 
 個別の設問に対する出題の意図は以下の通り。 
 
学部卒業レベルの応用解析の専門知識および計算能力と問う。 

解答または解答例 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 電気電子情報通信工学専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

電気電子情報通信工学（大問Ⅴ） 

出題の意図 

 アドミッションポリシーにあるように、本研究科では将来の科学技術基盤を担う
研究者・技術者の養成をすべく、基礎に重点を置きながらも最先端の理論と技術を
修得するための教育を提供しています。そのため、入学希望者は本専攻に入学する
時点で特に電気、電子、情報通信工学分野の大学学部卒業程度の専門知識と、それ
らを応用する際に必要となる応用数学の知識を備えていることが必要であります。 
 
 個別の設問に対する出題の意図は以下の通り。 
 
学部卒業レベルの線形代数の専門知識および計算能力と問う。 

解答または解答例 
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「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 電気電⼦情報通信⼯学専攻 

⼊試⽅式 外国⼈留学⽣⼊学試験 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。
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